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♪ 

寄
す
る
波
も　

貝
の
色
も 

‥
‥

第
１
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
で（
写
真
は
森
吉
中
学
校
）

　

「
第
１
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
」
が
11
月
４
日
、
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
米
内
沢

出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三
を
顕
彰
し
、
本
市
を
歌
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
始
ま
っ
た

も
の
。
幼
稚
園
か
ら
一
般
ま
で
の
各
グ
ル
ー
プ
が
「
浜
辺
の
歌
」
な
ど
成
田
為
三
の
歌
を
合
唱

で
発
表
、
ホ
ー
ル
一
杯
に
さ
わ
や
か
な
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。（
８
・
９
頁
に
関
連
記
事
）。
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部
全
は
数
の
者
業
事
た
し
展
出
年
今

で
49

販
や
示
展
の
品
製
業
企
る
よ
に
者
業
事
の
ど
な
土

販能

「

り
踊
搗
餅
掘
味
五

（
28

」）
日

楽
番
子
根
「

（
29

）
日

」

一

（
29

）
日

　

さ
表
発
も
果
成
だ
ん
組
り
取
に
発
開
品
産
特
し
携

た
し
ま
れ

28

一
の
身
渾
「
は
の
た
れ
わ
行
に
日

演
競
皿

」
会

」
会

の
も
る
す
目
露
披
お
を
品
作
秀
優
た
し
賞
入
で

に
み
組
り
取
の
で
ま
成
完
や
長
特
の
品
作
た
し
賞

　

タ
ス
ら
か
度
年
今
て
し
と
的
目
を
と
こ
る
図
を
上

度
」

た
け
受
を
定
認
奨
推
で

45

示
展
が
品
産
特
の
目
品

（
こ

「

う
そ
直
見

　

う
そ
か
活

　
祭
業
産
市
田
秋
北
回
１
第

が
10
月
28
日
・
29

日
２
の
日

間
ぎ
に
で
人
の
く
多
る
め
求
い
買
を
品
産
特
や
覧
観
の
品
示
展
る

ん
し
ん
こ

催
開
し
化
本
一
を
場
会

祭
業
産
市
田
秋
北
市
回
１
第

多くの人出でにぎわった第１回産業祭多くの人出でにぎわった第１回産業祭

・
工
・
農

力
活
の
民
市
に
商
・
工
・
農

力
活
の
民
市
に
商

　広報きたあきた　18．11．163

）
す
ま
い
て
し
介
紹

 

　

に
員
合
組
の
）
長
合
組
悦
正
沢
三
（
合
組
能
技
設

わ
行
で
題
課
の
様
同
と
会
大
技
競
能
技
県
全
る
よ

が
人
８
の

完
に
内
以
間
時
６
の
定
規
を
部
一
の
み
組
屋
小
る

　

な
く
緩
も
モ
ヒ
の
布
財
に
品
産
特
の
ど
な
」
豚
と

　

れ
わ
行
が
会
食
試
大
の
牛
産
場
地
る
い
て
れ
さ

」
き

▲地場産材を使った各種製品

▲工芸技術の粋を極めた

　「傘天井」（鷹巣技術専門校）

▲農畜産物品評会に出品された
　見事な農産物

▲米内沢高校は大潟村のレース
に出場したソーラーカーを展示

▲森吉牛の「インディアン焼き」
　が来場者に振舞われました

▲鷹巣農林高校は、実習で生産した木炭
　から作った「木酢液」を販売

▲小森川流域から産出される「錦石」
を加工したアクセサリー類。地場産
業としての活用も模索されています

　イベント「家の母ちゃん、父ちゃ
んのつくったものは日本一」でお祖
父さんが作った神棚を紹介し、

ん（鷹巣高校３年）

▲「のみ」や「かんな」など昔ながらの道具を使い、手仕事
による職人の技を披露した鷹巣建設技能組合の技能競技会。
全県大会と同じ課題で行われ、注目を受けていました。右の
写真は、過去の全県競技会で入賞した
組合員が製作した課題作品。さまざま
な匠の技が使われています

▲
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行
て
し
と
的
目
を
ど
な
発
開
・
作
創
の
子

が
の
た
れ
わ

10
月
24

の
内
市
に
日

ホ新
市
田
秋
北
回
１
第
「
た
れ
か
開
で
ル
テ

」
会

　

飲
の
村
仁
阿
小
上
と
市
田
秋
北
る
す
入
加

う
市
田
秋
北
「
る
す
織
組
で
ど
な
政
行
び

）
長

」さ

を
材
食
の
ど
な
芋
の
山
や
鶏
地
内
比
る
れ

の
興
振
業
産
食
る
す
と
う
こ
行
て
げ
な
つ

　

平
や
体
国
杉
か
わ
田
秋
る
れ
か

成
20
年ら

か
国
全
る
れ
訪
で
祭
樹
植
国
全
の
催
開

つ
一
の
い
ら
ね
も
と
こ
る
す
供
提
て
し
と

　

長
会
田

さ
皆
に
で
み
試
の
て
め
初
「

」
い

　

も
で
役
進
推
・
画
企
の
業
事
の
こ
た
ま

雄
士
冨
藤
武
の
局
興
振
域
地
田
秋
北
る
あ

て
れ
き
し
か
生
の
の
も
る
あ
ん
さ
く
た
が

に
』
庫
宝
の
食
『
を
域
地
の
こ
に
力
動
原

　

信
発
て
け
向
に
ス
ネ
ジ
ビ
食
な
た
新

に
国
全
を
市
田
秋
北
で
発
開
産
物

Ｒ
Ｐ

！

「

」
会

」
度
制
定
認
奨
推
品
産
特
市
田
秋
北
「

　

成
20

に
年

はで
市
本
が
ト
ン
ベ
イ
の
模
規
国
全
と
祭
樹
植
国
全

開
産
物
る
い
て
れ
さ
待
期
が
と
こ
る
な
に
策

第
「
た
れ
わ
行
ど
ほ
の
こ
て
し
と
つ
一
の
策
興
振

品
産
特
市
田
秋
北
「
た
し
と
的
目
を
ど
な
大
拡
要

品
出
●

は
34
品

　

地
内
比
「
の
品
産
場
地

」
鶏

「
山

の

」
芋

の
木
（
ぜ
は
こ
「

）
実

を
」

想
発
と
術
技
の
ん
さ
皆
の
者
業
事

庫
宝
の
食
『
を
域
地
田
秋
北
で

に
』

（

）
長
局
興
振
域
地
田
秋
北

▲「うめーもん品評会」の優秀作品をお披露目し

た市産業祭「渾身の一皿競演会」。受賞者が作品の

特長や完成までの取り組みについて紹介しました

　

「

作
た
れ
優
た
し
ら
凝
を
夫
工
ら
か
者
業
事
の
ロ
プ
た
ち

た
し
ま
れ
さ
募
応
数
多
が
品

こんしん

味覚＆
特産品

▲
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な
設
施
泊
宿

ど
24

か
者
業
事
の

ら
34

の
が
20

う

　

な
員
職
る
い
て
し
当

ど
13

査
審
の
人

員ル

（■

門
部
理
料

　

 

）
表
代
子
幸
山
畠
（
苑
光
観
巣
鷹■

門
部
子
菓
お

　

 

　

今
て
し
と
的
目
を
と
こ
る
図
を
上
向
の
質

日
前
祭
業
産
が
会
査
審
の
品
産
特

の
27

れ
わ
行
で
館
育
体
巣
鷹

45

奨
推
が
目
品

　

り
よ
に
と
こ
る
す
定
認
奨
推
を
産
物
る
す

も
と
と
る
図
を
上
向
質
品
と
大
拡
要

に

　

出
に
的
先
優
で
ト
ン
ベ
イ
る
す
加
参
は
く

　

は
27
事
業

か
者

ら
75

物

品
食
の
ど
な
類
麺

が
62

や

品
芸
工
の
ど
な
物
り
飾

が
13

　

を
品
産
特
た
れ
さ
定
認
に
ト
ン
ベ
イ
の
ど

　
ど
10

い
て
れ
さ
産
生
で
内
市
が
料
材
る
た
主
▽

が
者
費
消
で
路
経
通
流
の
般
一
▽
と
こ
る

の
工
加
・
造
製
▽
と
こ
る
あ
で
能
可
入
購

と
こ
る
い
て
れ
さ
施
で
市
本
が
程
工
終
最

品
41
点

の
点
４
品
工
木

計
45

品
奨
推
を
目
品

と

　

さ
だ
く
用
活
ご
を
度
制
の
こ
ひ
ぜ
に

（
で
ま
課
光
観

　

62-

）
９
３
６
６

定
認
を
品
産
特
の
市
た
れ
優
に
質
品

」
度
制
定
認
奨
推
品
産
特
市
田
秋
北
「

「北秋田市特産品推奨
　　認定制度」による審査会
　　　　　　　（10月27日）

定
認
の
度
年
今
●

は
45
点

品
産
特
た
け
受
定
認
奨
推

「
推

Ｒ
Ｐ
に
的
先
優

認
奨
推
の
度
年
今
る
よ
に
査
審

料
食
は
品
定

品
41

の
点
４

計
45
点

▲料理部門の最優秀賞「金のレード
ル賞」を獲得した比内地鶏の調理メ
ニュー。ムネ肉ともも肉の皮をカリ
ッと、中を半生で焼きシンプルに仕
上げたもの。ししとう味噌とネギキ
ムチソースが添えられています。

▲今年度の審査会で認定され、産業祭で展示された

推奨認定特産品。従来からある商品のほか、新たに

商品化を目指している物産も認定されました

　

し
ら
照
に
件
要
・
準
基
定
認
の
ど
な
質
品
や
材
素

数
75

定
認
ち
う
の
目
品

は
45

た
し
ま
り
な
と
果
結
い
し
厳
う
い
と
目
品

▲
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合
併
当
初
の
昨
年
、
文
化
祭
は
産
業
祭
同
様
旧
町
ご
と

に
分
散
し
て
開
か
れ
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
全
市
で
一
本

化
さ
れ
、
演
示
部
門
と
展
示
部
門
の
２
会
場
に
統
一
し
、

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
４
日
は
、
第
１
回
浜
辺
の

歌
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
秋
田
市
文
化
会
館
で
の
開
会
式
で
は
、
は
じ
め
に
平

成
18
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
・
奨
励
賞
の
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
功
労
賞
は
、
長
年
に
わ
た
り
市

の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
、
奨
励
賞
は
優

れ
た
芸
術
作
品
な
ど
を
創
作
さ
れ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
功
労
賞
は
阿
仁
水
無
の
戸
嶋
富
雄
さ
ん
な
ど
４

人
が
、
奨
励
賞
は
今
泉
の
成
田
ト
シ
子
さ
ん
ら
２
名
が
受

賞
、
い
ず
れ
も
新
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
受
賞
者
と
な
り

ま
し
た
。

　

授
与
式
で
は
、
岸
部
市
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と

記
念
品
が
わ
た
さ
れ
た
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
戸
嶋
富

雄
さ
ん
が
、
「
第
１
回
目
と
い
う
節
目
に
賞
を
い
た
だ
き

受
賞
者
一
同
感
無
量
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
を
重
ね
、
地
域

の
文
化
の
向
上
と
発
展
に
努
め
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
文
化
会
館
で
は
演
示
部
門
の
発
表
が
始

ま
り
ま
し
た
。
２
日
間
予
定
さ
れ
て
い
る
演
示
部
門
の
ト

ッ
プ
を
飾
っ
た
の
は
、
総
勢
35
人
が
出
演
し
た
「
鷹
巣

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」。
「
り
ん
ご
の
歌
」
や
「
北
の
宿
か

ら
」
な
ど
３
曲
を
演
奏
、
郷
愁
を
誘
う
マ
ン
ド
リ
ン
の
響

き
が
ホ
ー
ル
一
杯
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
こ
の
後
筝
曲

や
日
舞
、
ダ
ン
ス
や
バ
レ
エ
、
民
謡
や
大
正
琴
、
詩
吟
な

ど
16
団
体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
５
日
は
「
合
川
３
Ｂ
体
操
会
」
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
り
ま
し
た
。
15
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
、
音
楽
に
合

わ
せ
ボ
ー
ル
と
ベ
ル
ト
を
補
助
具
に
軽
や
か
な
体
操
を
実

演
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歌
好
き
な
市
民
が
集
う
「
童
謡
を
歌
う
会
」
は
、

伴
奏
な
し
で
「
里
の
秋
」
や
「
七
つ
の
子
」
な
ど
の
童
謡

を
披
露
、
同
じ
歌
を
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
、
ホ

ー
ル
が
懐
か
し
さ
あ
ふ
れ
る
童
謡
の
世
界
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
舞
踊
や
音
楽
サ
ー
ク
ル
な
ど
24
団
体

が
出
演
、
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
民
館

講
座
や
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
で
制
作
し
た
絵
画
や
写
真
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
陶
芸
、
切
り
絵
な
ど
の
作
品
、
小
中
学

生
の
絵
画
、
書
道
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
家
族
連
れ
な

ど
が
じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
と
奨
励
賞

の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
功
労
賞　

戸
嶋
富
雄
さ
ん
（
83
）
阿
仁
水
無
／
金
忠

一
さ
ん
（
82
）
本
城
字
御
嶽
／
新
田
チ
マ
さ
ん
（
67
）

新
田
目
字
大
野
／
平
田
謙
一
さ
ん
（
74
）
伊
勢
町

■
奨
励
賞　

成
田
ト
シ
子
さ
ん
（
61
）
今
泉
字
大
堤
岱

／
土
佐
節
子
さ
ん
（
55
）
栄
字
中
綱

　

11
月
３
日
は
文
化
の
日
。
北
秋
田
市
文
化
祭
が
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
文
化
祭
は
、
演
示
部
門
の
会
場
を
市
文
化
会
館
、
展
示
部
門
を

森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
一
本
化
し
て
の
開
催
。
い
ず
れ
の
会
場
で
も
、
訪
れ

た
市
民
ら
が
芸
能
発
表
や
展
示
さ
れ
た
作
品
の
観
覧
で
文
化
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

演
示
部
門
は
２
日
間
の
発
表
で

40
団
体
、
約
５
百
人
が
出
演

開
会
式
で
は
市
芸
術
文
化
功
労

賞
・
奨
励
賞
の
受
賞
者
を
表
彰

文
化
の
彩
り
豊
か
に

平
成
18
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭

▲開会式では、市芸術文化功労賞・奨励賞の

授与式が行われ、６人の方に賞状と記念品が

授与されました

　広報きたあきた　18．11．167

米
内
沢
民
謡
研
究
会

鷹
巣
・
森
吉
・
合
川
鳳
扇
会

▲小学校絵画作品

　（大阿仁小ほか）

▲合川公民館刺し子講座

鷹巣フォークダンス協会

合川３Ｂ体操会

▲展示会場全景

　（森吉総合スポーツセンター）

▲

各団体の発表と、

展示された作品

の中から一部を

ご紹介します

▲

健康太極拳森吉友好会

童謡を歌う会

北欧の杜音楽団
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行
実
寛
隆
賀
加
（
会
員
委
行
実
る
く
つ
で
者
係
関
楽
音

９
８
１
（
三
為
田
成
の
身
出
沢
内
米
る
れ
ら
知
て
し
と３-

ね
を
と
こ
る
げ
な
つ
に
り
く
づ
ち
ま
る
あ
気
活
る
れ
ふ

　

ら

ど
19

和
63

浜
「
に
年

は
後
生
誕
市
新
「

北」
い

　

に
ん
盛
が
動
活
の
ん
さ
皆
に
ら
さ
に
機
を
祭
楽
音
の
こ

　

　

」
祭表

♪ 

回
１
第

 

祭
楽
音
歌
の
辺
浜

 

催
開
を

浜辺の歌キッズ

浦田小学校

阿仁合小学校

鷹巣西・北幼稚園

米内沢小学校

合川北・東小学校

浜辺の歌音楽館少年少女合唱団

　広報きたあきた　18．11．169

　

わ
行
が
評
講
る
よ
に
氏
路
祥
本
橋
・
家
曲
作
の

合
「

　

れ

生涯、音楽に情熱を燃やした

成田為三のプロフィール

  明治26年、森吉町米内沢（旧米

内沢村）に生まれる。大正２年、

秋田県師範学校卒業後、１年間

小学校教師。同３年、東京音楽

学校入学。在学中、在野の山田

耕筰に作曲を師事。大正４、５年

頃「浜辺の歌」を作曲。同６年

同校卒業。大正８年『赤い鳥』

に「かなりや」を発表、一躍有

名になる。以後、『赤い鳥』の専

属作曲家となる。

　大正10年ドイツ留学、同14年

帰国。同15年、鈴木文子と結婚。

昭和３年、川村女学院講師。同

８年、東洋音楽学校講師。同15年、

国立音楽学校教授。同20年、脳

溢血のため51歳で急逝。

● 昭和15年頃の為三

■為三が作曲した主な歌曲

赤い鳥小鳥　　　　　北原白秋

秋田県民歌　　　　　倉田政嗣

管弦（いとたけの）　明治天皇

うらうらと　　　　　加茂真淵

かなりや　　　　　　西条八十

かへらじと　　　　　楠木正行

慶応義塾大学応援歌　粕谷真洋

きたえる足　　　　　片桐顕智

古戦場の秋　　　　葛原しげる

すみれ　　　　　　　良寛

浜辺の歌（はまべ）　林　古溪

望郷の歌　　　　　　吉丸一昌

ほろほろと　　　　　行基

前田小学校歌　　　　高橋政和

松島　　　　　　　　松尾芭蕉

山の枇杷　　　　　　北原白秋

りすりす小栗鼠　　　北原白秋

※右は詞の作者

鷹巣中学校

コールもりよし

レディース・コリーナ

る・それいゆ
鷹巣小学校

鷹巣南中学校

鷹巣混声合唱団

Ｍ・Ｍ・Ｃ

鷹巣南小学校



　広報きたあきた　18．11．16 10

　

有
森
裕
子
、
高
橋
尚
子
選
手
な
ど
世
界
の

舞
台
で
活
躍
す
る
陸
上
競
技
選
手
を
数
多
く

育
て
て
い
る
小
出
義
雄
監
督
の
講
演
会
（
主

催
／
鷹
巣
農
林
高
校
生
徒
会
）
が
10
月
23

日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
同
高
の
生
徒

や
関
係
者
、
市
民
ら
が
、
「
本
気
で
や
れ
ば

夢
は
必
ず
叶
う
〜
世
界
が
相
手
の
指
導
哲
学
」

と
題
し
た
監
督
の
熱
の
こ
も
っ
た
話
に
、
じ

っ
く
り
と
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
そ
の
講
演
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
本
気
で
や
れ
ば
夢
は
必
ず
叶
う
〜
世
界
が
相
手
の
指
導
哲
学
」

女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
小
出
義
雄
監
督
講
演
会
か
ら

る
い

　

講
演
会
は
鷹
巣
農
林
高
校
創
立
97
周
年
と
、
今
年
２
月

鹿
角
市
で
開
催
さ
れ
た
第
55
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
競

技
大
会
で
の
男
子
総
合
優
勝
を
記
念
し
開
か
れ
た
も
の
で
、

同
校
の
生
徒
、
教
職
員
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ほ
か
一
般
の

方
を
含
め
約
５
百
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
実
業
団
の
選
手
ら
が
所
属
す
る
「
佐
倉
ア
ス
リ
ー

ト
倶
楽
部
」
の
代
表
取
締
役
兼
監
督
を
務
め
る
小
出
義
雄
氏

は
昭
和
14
年
生
ま
れ
の
67
歳
。
千
葉
県
佐
倉
市
の
出
身
で

順
天
堂
大
学
を
卒
業
、
千
葉
県
内
の
高
校
の
陸
上
部
の
指
導

者
と
し
て
全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
を
数
多
く
育
て
、
市
立
船
橋

高
校
で
は
全
国
高
校
駅
伝
で
男
女
の
チ
ー
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
業
団
チ
ー
ム
監
督
と
し
て
の
転
身
後
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
競
技
メ
ダ
リ
ス
ト
の
有
森
裕
子
、
高

橋
尚
子
両
選
手
な
ど
多
く
の
世
界
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
て
、

そ
の
指
導
力
は
国
内
外
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
は
じ
め
に
こ
の
講
演
会
を
企
画
し
た
同
高
生

徒
会
の
安
部
塁
会
長
（
３
年
）
が
、
「
今
私
た
ち
３
年
生
は

進
路
を
決
定
す
る
時
期
。
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て
ら
れ
、

『
本
気
で
や
れ
ば
夢
は
必
ず
叶
う
』
と
の
信
念
を
持
た
れ
る

監
督
の
講
演
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た
、
北
林　

校
長
が
、
昭
和
63
年
に
小
出
監
督
が
市

立
船
橋
高
校
陸
上
部
と
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

選
手
を
引
き
連
れ
、
鷹
巣
農
林
高
校
で
合
宿
を
し
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
後
合
宿
や
各
種
大
会
な
ど
機
会
が
あ
る
ご
と
に

同
高
陸
上
部
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
、

「
こ
の
よ
う
な
本
校
と
の
縁
か
ら
有
意
義
な
お
話
が
聴
け
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
本
日
の
講
演
会
を
節
目
と
し
て
、

百
周
年
に
向
け
て
さ
ら
な
る
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り
た
い
」

と
述
べ
た
後
、
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

小
出
氏
は
は
じ
め
に
、
「
母
校
の
千
葉
県
立
山
武
農
業
高

校
に
は
早
朝
に
家
を
出
、
列
車
で
一
つ
前
の
駅
で
降
り
て
走

っ
て
通
っ
た
。
そ
れ
以
来
50
年
く
ら
い
陸
上
と
付
き
合
う
こ

と
に
な
る
が
、
当
時
の
家
は
農
家
で
進
学
も
ま
ま
な
ら
ず
、

陸
上
漬
け
の
毎
日
で
勉
強
も
あ
ま
り
し
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
『
教
師
に
な
り
た
い
』
と
の
強
い
思
い
が
大
学
進
学

と
教
員
採
用
試
験
合
格
を
か
な
え
さ
せ
て
く
れ
た
」
と
高
校

時
代
か
ら
教
師
に
な
っ
た
頃
ま
で
を
紹
介
。

　

高
校
陸
上
部
の
監
督
時
代
は
、
「
佐
倉
高
校
の
陸
上
部
で

「
監
督
の
講
演
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
」

〜
講
演
会
を
企
画
し
た
安
部
塁
生
徒
会
長

強
い
信
念
を
持
ち
、
努
力
を
続
け
れ
ば
障
害

を
克
服
、
夢
に
近
づ
け
る

▲優れた指導力と豪放磊落な人柄で多くの選

手から慕われている小出義雄監督。本市での

講演会でも、陸上競技の指導者としての半生

と信念について熱弁を振るわれました

鷹
巣
農
林
高
校
創
立
97
周
年
・
第
55
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
競
技
大
会
男
子
総
合
優
勝
記
念
事
業

らい

か
な
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は
、
進
学
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
陸
上
部
員
も
少
な
か
っ
た

が
、
駅
伝
大
会
で
は
、
野
球
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど
他
の
ク

ラ
ブ
か
ら
足
の
速
い
選
手
を
借
り
３
ヶ
月
ほ
ど
の
猛
練
習
で

千
葉
県
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
ま
た
、
「
市
立
船
橋

高
校
で
は
、
市
長
や
教
育
長
か
ら
『
船
橋
を
陸
上
で
日
本
一

に
し
て
く
れ
』
と
い
わ
れ
て
強
化
を
始
め
、
翌
年
に
は
男
子

５
千
ｍ
、
女
子
３
千
ｍ
で
優
勝
者
を
出
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
も
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。
船
橋
市
と
い
う
と
こ
ろ
は
都

会
の
町
で
練
習
す
る
場
所
も
少
く
、
駅
伝
の
練
習
も
交
通
量

が
多
く
危
険
な
車
道
の
端
だ
っ
た
。
で
も
、
練
習
環
境
が
悪

い
か
ら
走
れ
な
い
と
う
の
は
弱
音
、
勝
と
う
と
思
え
ば
ど
ん

な
場
所
で
も
練
習
で
き
る
」
な
ど
と
の
話
に
、
生
徒
た
ち
も

う
な
ず
き
な
が
ら
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
出
監
督
は
高
校
陸
上
部
の
監
督
を
経
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
を
育
て
た
い
と
の
思
い
か
ら
実
業
団
チ
ー
ム
の
監
督

に
転
身
し
ま
す
。
リ
ク
ル
ー
ト
時
代
、
監
督
が
育
て
た
選
手

の
一
人
・
有
森
裕
子
選
手
に
つ
い
て
は
、
「
彼
女
が
リ
ク
ル

ー
ト
に
来
た
と
き
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し

い
』
と
言
わ
れ
た
。
当
時
は
無
名
だ
っ
た
が
、
『
い
く
ら
苦

し
く
と
も
み
ん
な
の
倍
は
練
習
で
き
る
』
と
話
す
彼
女
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
へ
の
願
望
と
、
我
慢
強
さ
は
す
ご
い
と
思

っ
た
」
と
紹
介
。
ま
た
、
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

前
に
し
て
不
安
と
緊
張
に
苦
し
む
有
森
に
た
ば
こ
の
好
き
な

自
分
が
『
レ
ー
ス
が
終
わ
る
ま
で
た
ば
こ
を
断
つ
』
と
約
束
、

彼
女
に
わ
た
し
た
。
実
は
彼
女
は
そ
の
う
ち
の
一
箱
を
、
パ

ン
ツ
の
中
に
縫
い
付
け
て
走
り
、
ゴ
ー
ル
の
後
、
汗
の
染

み
込
ん
だ
そ
の
た
ば
こ
を
私
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。

今
、
額
に
飾
っ
て
あ
る
そ
の
タ
バ
コ
は
私
の
宝
物
の
一
つ
」

と
の
秘
話
に
、
聴
衆
も
感
銘
を
受
け
て
い
た
様
子
で
し
た
。

　

高
橋
尚
子
選
手
に
つ
い
て
も
、
「
Ｑ
ち
ゃ
ん
（
高
橋
選
手

の
愛
称
）
も
大
学
を
卒
業
す
る
ま
で
は
平
凡
な
記
録
し
か
持

っ
て
い
な
か
っ
た
。
内
定
し
て
い
た
す
べ
て
の
企
業
を
こ
と

わ
り
『
監
督
の
会
社
（
当
時
の
リ
ク
ル
ー
ト
）
に
入
れ
な
く

と
も
指
導
だ
け
は
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
を
強
く
し
て
く
だ

さ
い
』
と
い
っ
て
私
の
と
こ
ろ
へ
来
た
。
そ
れ
ほ
ど
速
く
な

り
た
い
と
い
う
願
望
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
願
望
を
胸
に
、

過
酷
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
、
５
年
後
の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
翌
年
の
ベ
ル
リ
ン
マ
ラ
ソ

ン
で
は
女
子
で
は
世
界
で
は
じ
め
て
２
時
間
20
分
を
切
る
、

と
い
う
歴
史
に
残
る
記
録
を
打
ち
立
て
た
」
と
、
目
的
を
達

成
し
よ
う
と
す
る
強
い
思
い
が
夢
を
実
現
さ
せ
る
大
き
な
要

因
に
な
る
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
あ
る
と
き
Ｑ
ち
ゃ
ん
が
子
ど
も
か
ら
サ
イ
ン
を

せ
が
ま
れ
た
と
き
、
急
い
で
い
た
の
か
い
や
な
顔
で
断
っ
た

と
き
が
あ
っ
た
。
私
は
、
『
子
ど
も
に
は
手
を
合
わ
せ
て
ご

め
ん
ね
、
と
言
い
な
が
ら
謝
ら
な
い
と
』
と
叱
っ
た
。
稲
穂

で
も
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
。
Ｑ
ち
ゃ
ん
は
泣
い
て
い
た
け

ど
、
す
ぐ
そ
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
く
れ
た
」
と
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
、
先
生
に
注
意
さ
れ
た
り
親
に
叱
ら

れ
て
も
、
素
直
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、

自
分
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
説
い
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
「
記
録
は
い
つ
か
破
ら
れ
る
。
も
っ

と
大
事
な
こ
と
は
情
熱
を
持
っ
て
一
生
懸
命
や
る
こ
と
。
現

役
生
活
よ
り
そ
の
後
の
人
生
の
ほ
う
が
長
い
。
皆
さ
ん
が
親

に
な
っ
た
と
き
、
子
ど
も
に
自
慢
で
き
る
く
ら
い
何
事
に
も

熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
「
監
督
に
と
っ
て
マ
ラ
ソ
ン
と
は
な
ん
で
す
か
」

と
の
生
徒
か
ら
の
質
問
に
監
督
は
、
「
マ
ラ
ソ
ン
と
は
私
の

人
生
そ
の
も
の
。
私
は
お
酒
が
好
き
で
、
教
諭
時
代
、
付
き

合
い
酒
が
続
い
て
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
そ
れ
を
理
由
に
休

ん
だ
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
『
日
本
一
に
な
り

た
い
』
と
い
う
夢
が
あ
っ
た
か
ら
。
今
で
も
、
も
し
東
京
都

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
に
選
ば
れ
れ
ば
、
マ
ラ
ソ
ン
で

（
自
分
の
指
導
す
る
）
日
本
人
選
手
に
金
メ
ダ
ル
を
取
ら
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
答
え
、
実
績
や
現
状
に
満
足
せ
ず
、

夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
し
た
。

　千葉県佐倉市出身、67歳。

1965年から千葉県内の高等

学校の陸上部監督を歴任、

全国レベルの選手育成に努

力を重ね、特に、市立船橋

高校監督時代にはインター

ハイ、国体などで優勝、入

賞した多くの選手を育てた。

また、全国高校駅伝大会で

も男女のチームでそれぞれ

全国制覇を成し遂げた。

　その後、リクルート・ラ

ンニングクラブの監督とし

て有森裕子選手のオリンピ

ック2大会連続のメダル獲得。

さらに積水化学工業では鈴

木博美選手の世界選手権金

メダル獲得、高橋尚子選手

のバンコク・アジア大会金

メダル、シドニーオリンピ

ックでの金メダル獲得に貢

献するなど、日本の陸上競

技界のけん引役を果たした。

　平成13年には「佐倉アス

リート倶楽部」を立ち上げ、

千葉真子選手ら幾多の名選

手を育成し、現在もなお活

躍を続けている。

■小出義雄氏

親
に
な
っ
た
と
き
子
ど
も
に
自
慢
で
き
る
く

ら
い
熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
夢
を
持
ち
続
け
、
メ
ダ

ル
獲
得
を
実
現
さ
せ
た
有
森
、
高
橋
両
選
手

こ
う
べ



ど
う
し
て
も　
　
　
　
　

で

　
　
　
　
　
　

困
難
な
方
を
支
援
し
ま
す
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市
で
は
、
雪
で
困
っ
て
い
る
お
年
よ
り
や

障
害
者
の
た
め
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
一

緒
に
「
福
祉
の
雪
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
方
は
、
次
の
方
の
う
ち
自

力
又
は
近
隣
の
協
力
を
得
な
が
ら
も
、
ど

う
し
て
も
支
援
の
必
要
な
方
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
雪
よ
せ

が
困
難
な
方

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
で
雪
よ
せ

が
困
難
な
世
帯

③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
害
者
若
し
く
は

児
童
の
み
等
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯

※
作
業
日
時
の
要
望
に
は
応
ず
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

雪
よ
せ
、
雪
下
ろ
し
、
排
雪
等
の
作
業

料
金
の
８
割
ま
で
で
、
４
万
円
を
限
度
に

支
援
し
ま
す
。

　

通
算
作
業
料
金
が
５
万
円
を
超
え
た
部

分
は
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、

自
力
で
で
き
る
範
囲
を
検
討
・
相
談
の
上

で
、
計
画
的
に
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
、
作
業
費
用
の
支
援
を
行

な
う
も
の
で
、
市
が
建
物
管
理
を
行
な
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
生
活
支
援
事
業
の
た
め
、
空
き
家
や
不

在
者
の
家
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

申
請
先
・
お
問
合
せ
先　
　

　

高
齢
者
支
援
課　
　

☎
62
＿
１
１
１
２

　

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

合
川
支
所　
　
　
　

☎
78
＿
２
１
１
６

　

森
吉
支
所　
　
　
　

☎
72
＿
３
１
１
５

　

阿
仁
支
所　
　
　
　

☎
82
＿
２
１
１
２

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
63
＿
２
１
０
９

★
所
定
の
申
請
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

★
地
区
の
民
生
児
童
委
員
の
方
々
に
も
手

続
き
案
内
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
雪
事
業
の
作
業
を
受
託
で
き
る
指

定
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
、
市
福
祉
事

務
所
又
は
支
所
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

登
録
受
付

　

11
月
30
日
ま
で

登
録
期
間

　

18
年
11
月
〜
19
年
３
月
31
日

ど
う
し
て
も　
　
　
　
　

で

　
　
　
　
　
　

困
難
な
方
を
支
援
し
ま
す

雪雪

扶
助
限
度
額
は
４
万
円
で
す

計
画
的
に
活
用
く
だ
さ
い

①あらかじめ申請し登録されていることが必要です。対象になる方には

市から決定通知をします（申請書で振込み先等の指定をお願いします）

②主として出入り口の雪よせを依頼される方には、積雪時に、シルバー

人材センター等から作業に伺います。

③雪下ろし、排雪等の作業を依頼される方は、必要の都度（早めに）、

地区の社会福祉協議会に連絡が必要です。連絡により作業をする方（登

録業者）を紹介します。

　作業量により料金が異なりますので、双方で作業等の確認をお願いし

ます。（作業の目安となる基本料金表が、市と社会福祉協議会にあります）

④作業終了後に、利用者が作業者に料金を支払いし、領収書等をもらっ

てください。作業業者は、領収書控を添えて地区の社会福祉協議会に作

業の終了を報告ください。

　手続きは以上です。社会福祉協議会が扶助費の請求手続きを行います。

市役所（支所）で、対象になる扶助額を指定振込み先に振り込みます。

作業費用の総額で計算しますので、数回利用される方は手続きに時間が

かかる場合が予想されますのでご承知おきください。

昨年度と変更した部分があります。お確かめください

事
業
受
託
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

＝「福祉の雪事業」利用手続き＝
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市　

長　

日　

誌

市　

長　

日　

誌

10/16

10/31
〜

16
日
（
月
）

17
日
（
火
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

18
日
（
水
）

20
日
（
金
）

　
　
　
　

 

21
日
（
土
）

22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

23
日
（
月
）

24
日
（
火
）

　
　
　
　

 

25
日
（
水
）

28
日
（
土
）

29
日
（
日
）

30
日
（
月
）

31
日
（
火
）

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
用
務
で
秋
田
市
へ

県
道
二
ツ
井
森
吉
線
同
盟
会
総
会
に
出
席

森
吉
山
ダ
ム
期
成
同
盟
会
総
会
に
出
席

ダ
イ
ビ
ン
グ
講
習
会
へ
講
師
と
し
て
参
加
（
〜
10
/
24
）

第
１
４
９
回
東
北
市
長
会
総
会
に
出
席

第
２
回
北
秋
田
市
社
会
福
祉
大
会
に
出
席

知
事
と
秋
田
県
市
長
会
と
の
行
政
懇
談
会
に
出
席

文
化
会
館
自
主
公
演
事
業
「
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
＆
フ
ル

ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
鑑
賞

第
２
回
北
秋
田
市
長
杯
兼
北
秋
田
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
、
第
２
回
北
秋
田
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

開
会
式
に
出
席

市
立
阿
仁
合
保
育
園
竣
工
式
に
出
席

大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
50
回
取
締
役
会

に
出
席

北
秋
田
市
新
う
め
ー
も
ん
品
評
会
に
出
席

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
第
５
回
建
設
委
員
会
に
出
席

一
般
国
道
７
号
鷹
巣
大
館
道
路
起
工
式
及
び
意
見
交
換

会
に
出
席

第
19
回
東
京
鷹
巣
会
に
出
席

森
吉
山
ダ
ム
洪
水
吐
打
設
完
了
式
に
出
席

総
合
防
災
訓
練
（
米
代
川
危
機
管
理
演
習
）
に
参
加

市長交際費1 0万円を返還
11月市長定例記者会見

　

11
月
の
市
長
定
例
記
者
会
見
が
11
月
７

日
、
北
秋
田
市
中
央
公
民
館
研
修
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
国
会
議
員
ら
の
懇
話
会
や

後
援
会
総
会
な
ど
に
会
費
と
し
て
市
長
交

際
費
か
ら
支
出
し
て
い
た
件
に
触
れ
、
岸

部
市
長
は
先
月
「
市
政
を
代
表
し
参
加
し

て
き
た
つ
も
り
、
個
人
と
し
て
参
加
と
い

う
意
識
は
持
っ
て
い
な
い
。
調
整
が
つ
け

ば
ど
の
政
党
に
も
参
加
す
る
意
思
は
あ
り
、

特
定
の
政
党
を
支
持
し
て
も
い
な
い
。
し

か
し
、
判
例
で
違
法
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
市
民
感
情
を
考
慮
し
、
近
く
返
還
し
た

い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

特
定
の
政
党
や
政
治
家
へ
の
公
金
支
出

に
つ
い
て
は
、
行
政
の
政
治
的
中
立
性
の

要
請
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
平
成
14
年

に
大
阪
高
裁
が
違
法
と
す
る
判
決
を
出
し

て
お
り
、
こ
の
日
の
会
見
で
「
最
近
の
情

勢
を
考
慮
し
返
還
す
る
。
返
還
に
際
し
、

寄
付
行
為
と
な
ら
な
い
よ
う
現
年
度
及
び

過
年
度
分
に
つ
い
て
返
還
通
知
に
よ
り
返

還
す
る
」
と
改
め
て
述
べ
、
今
後
同
様
の

行
事
に
つ
い
て
は
市
長
交
際
費
か
ら
支
出
し

な
い
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

旧
町
時
代
に
Ｐ
Ｒ
等
の
た
め
作
成
し
た
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
に
つ
い
て
在
庫
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
旧
鷹
巣
町
分
２
３
２
２
枚
（
50
度
・

額
面
１
６
１
万
１
千
円
）
を
確
認
。
他
の
３

町
は
全
て
使
用
し
在
庫
は
な
く
、
近
く
Ｎ
Ｔ

Ｔ
通
話
料
と
し
て
利
用
す
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
現
在
保
有
し
て
い
る
の
は
平
成

６
年
度
以
降
に
作
成
し
た
物
。
加
速
度
的
な

携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

の
需
要
が
減
り
、
公
衆
電
話
が
減
少
す
る
と

い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
も
あ
り
、
計
画
通

り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
北
秋

田
市
と
な
っ
て
か
ら
も
盆
踊
り
大
会
等
へ
の

協
賛
と
し
て
配
布
の
機
会
を
み
て
い
た
が
、

旧
町
名
が
記
さ
れ
使
用
し
ず
ら
く
、
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
と
し
て
使
用
し
な
い
以
上
、
こ
れ

を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
売
却
等
と
比
較
し

て
も
手
数
料
の
安
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
通
話
料
（
手
数

料
11
％
相
当
）
と
し
て
利
用
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
下
水
道
事
業
の
財
源
確
保
に
つ

い
て
、
国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
秋
田
県
選

出
国
会
議
員
に
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
や
、

現
在
北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
の
一
次
造

成
工
事
に
伴
う
伐
根
、
枝
葉
チ
ッ
プ
の
市
民

へ
の
無
料
配
布
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

※
伐
根
・
枝
葉
チ
ッ
プ
の
詳
し
い
内
容
は
、
最
終

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

定例記者会見を行う岸部市長

市
長
交
際
費
７
件
10
万
円
を
返
還

旧
町
時
作
成
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
通
話
料
に
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内館塾と般若院英泉を学ぶ
　地域の歴史に学びさらに地域づくりを考えようと、

開講した肉入籠塾。10月25日は秋田県の文化財に指

定されている綴子内館文庫にちなみ、１，７００年

代初頭の秋田県で最も古いとされている内館塾と、

当時の指導者の中心であった般若院英泉にスポット

をあてました。

　講師は坊沢公民館・永井高道館長にお願いし、内

館塾の歴史と背景、般若院英泉の人となりや業績に

ついて学びました。

　受講生は、「古い時代から地域の教育に情熱を傾け

た偉人に深い感銘を受けた」と感想を述べていました。

環
境
に
も
手
に
も
優
し
い
プ
リ
ン
石
鹸

阿
仁
公
民
館
荒
瀬
分
館
婦
人
学
級

　

阿
仁
公
民
館
荒
瀬
分
館
で
９
月
29
日
、
荒
瀬
婦
人
学
級

の
「
プ
リ
ン
石
鹸
づ
く
り
講
習
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

プ
リ
ン
石
鹸
は
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
油
を
再
利
用
し
、
台

所
用
石
鹸
に
し
た
も
の
で
す
。
出
来
上
が
り
が
プ
リ
ン
状
に

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
温
め
た

廃
油
に
冷
ご
飯
や
苛
性
ソ
ー
ダ
を
入
れ
て
作
り
ま
す
。
熱
湯

を
使
う
こ
と
と
、
ガ
ス
が
出
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
が
、

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
す
る
う
ち
に
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　

使
用
で
き
る
の
は
２
週
間
程

ね
か
せ
て
か
ら
で
す
が
、
廃

油
利
用
に
な
り
環
境
に
も
や

さ
し
い
し
、
汚
れ
落
ち
も
抜

群
！
そ
し
て
、
グ
リ
セ
リ
ン

の
効
果
で
手
荒
れ
し
に
く
い

の
で
皆
さ
ん
に
と
て
も
好
評

で
し
た
。

　

桃洞エリアの魅力を新発見

中央公民館定期講座（気楽にスポーツ）

　中央公民館講座「気楽にスポーツ」では１０月５日、

紅葉できれいに色づいた桃洞の滝へのウォーキングを

行いました。

　今回は、ＮＰＯ法人・冒険の鍵「クーン」（代表 

村田君子さん）の案内のもと、ウォーキングをするだ

けでなく、そこに生息している野鳥や樹木（保存林）、

植物などについて説明をいただきながら滝を目指して

歩きました。

　ウォーキング（体の運動）で爽やかな汗をかくと同

時に、桃洞エリアの自然について学習（頭の運動）す

ることができ、受講生は有意義な時間を過ごしました。

今まで来たことがあった方でも今回の案内により桃洞

の魅力を「再発見」できたのではないでしょうか。

綴子公民館定期講座（肉入籠塾）

▲廃油を利用した環境にやさしい
手づくり石けんづくりに挑戦した
荒瀬婦人会のみなさん

▲自然観察で地域の魅力を再発見

はんにゃいんえいせんうちだて

ししりこ

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANAB I　NO　HIROBA
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▲日頃の活動の成果を表現豊かに披露した第10
回高鷹大学学園祭「発表の部」

元気いっぱいの学園祭

鷹巣地区高齢者講座～高鷹大学

　鷹巣地区の高齢者講座、高鷹大学の学園祭が、１１

月３日～５日の３日間、市交流センターを主会場に開

催されました。展示ホールには、クラブ活動で学んで

いる力作が展示され、多くの市民がじっくりと見入っ

ていました。

　また、４日の発表では、多彩な出し物が演じられま

した。ユニカールクラブは、写真やマグネットを使っ

て、競技方法や大会の様子をわかりやすく説明してい

ました。最後には、恒例になった参加者全員での「北

国の春」を合唱し、観客からは大きな拍手がわき起こ

り、満面の笑顔で終了しました。

家庭の味自慢大会

開 催 日

時　　間

会　　場

内　　容

応募方法

入　　賞

応 募 先

締め切り

審 査 員

１１月２５日（土）

１０：００～１１：３０

森吉公民館（森吉ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）

各家庭でつくられている自慢の漬け物を紹介し、

人気の高い一品を表彰します。審査には、北秋

地区の小学校・中学校の児童生徒を含めた審査

員があたります。

■出品される方（参加対象と申込方法）

　対象は、北秋田市・上小阿仁村に在住の方（一

人何点でも出品できます）

　各公民館に応募要項（出品票）を置いていま

すので、用紙に必要事項を記入の上、下記まで

提出してください。

■審査員（小中学生）を希望される方

　対象は、北秋田市・上小阿仁村の小・中学生

です。電話かＦＡＸで、名前と住所、学校・学

年をお知らせください。なお、人数は、北秋田

市11人、上小阿仁村５人を予定。※出品者及

び審査員になっていただいた方には、記念品等

を贈呈。

最優秀賞１点／優秀賞２点／アイディア賞１点

北秋田市教育委員会生涯学習課

※電話かＦＡＸで　ＴＥＬ６２－６６１８

　　　　　　　　　ＦＡＸ６３－２６７８

出品者、審査員ともに１１月１７日（金）まで

上記審査員以外に婦人会２名、老人クラブ２名、

行政機関２名　計２２名

「出品者」と、小中学生の「審査員」大募集！

　北秋田地域では、昔から工夫を凝らした野菜や山菜の漬け物が作られ、代々受け継がれてきました。

北秋田地区生涯学習奨励員協議会では各家庭の自慢の漬物を紹介する「漬物コンクール」を開催し、内

外にＰＲする機会とします。多数の皆さんのご参加をお待ちしております。なお、開催にあたり、小中

学生の審査員を募集します。応募される方は、下記によりお申込ください。

「漬け物
　コンクール」

　北秋田市鷹巣体育館では、下記の期間、館内改装工事のため、メインアリーナが使用できなくなります。大

変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。なお、サブアリーナは通常通りにご使用い

ただけます。また、スポーツ振興課及び国体準備室は、通常通りに事務をおこなっておりますので、何かあり

ましたら問い合わせください。◇スポーツ振興課　☎６２－３８００　◇国体準備室　☎６０－１６０１

■工事期間：平成１８年１２月１日（金）～１２月２８日（木）■全館開放：平成１９年１月４日（木）～

■■■ I NFOMAT I ON（鷹巣体育館からのインフォメーション）■■■

わが家自慢の「漬け物」

をお待ちしています。

また、審査をしてくれ

る小中学生も大募集！
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市
民
の
手
で
よ
り
親
し
め
る
公
園
に

ふるさと談義に花を咲かせた「第19回東京鷹巣会」

　

首
都
圏
に
在
住
す
る
鷹
巣
町
出
身
者
の
会
「
東
京
鷹

巣
会
の
第
19
回
総
会
・
懇
親
会
が
10
月
29
日
、
東
京
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
関
係
者
お
よ
そ
１
８
０
人
が

郷
里
の
話
題
な
ど
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

　

菊
地
靖
孝
会
長
や
岸
部
市
長
ら
に
よ
る
鏡
開
き
と
乾

杯
で
始
ま
っ
た
懇
親
会
の
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
近
況
や

郷
里
の
話
題
で
話
が
は
ず
み
、
ま
た
、
今
年
は
ジ
ャ
ズ

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
綴
子
出
身
の
菊

地
康
正
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、
サ
ッ
ク
ス
で
の
ジ
ャ
ズ
演

奏
で
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
で
の
会
話
が
は
ず
ん
だ
終
盤
に
は
、
福
引

抽
選
会
や
出
席
者
が
輪
に
な
っ
た
「
鷹
巣
盆
踊
り
」
で

さ
ら
に
盛
り
上
が
り
、
「
ふ
る
さ
と
」
を
全
員
で
合
唱
、

懇
親
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
第
20
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
総
会
・
交
流

会
が
、
東
京
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
首
都
圏
に
住
む
会
員
約
１
５
０
名
が
参
加
し
、

な
つ
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
話
題
や
お
互
い
の
近
況
報
告

を
し
合
う
な
ど
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
今
西
祐
子
氏
に
よ
る
歌
「
秋
田
内
陸
線

ひ
と
り
旅
（
詞
・
板
垣
吉
郎　

曲
・
今
西
昭
雄
）
を
披

露
。
最
後
に
は
参
加
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
大
合

唱
し
昔
を
な
つ
か
し
み
ま
し
た
。
ま
た
会
場
で
は
「
い

ぶ
り
が
っ
こ
」
「
岩
魚
骨
酒
」
「
き
り
た
ん
ぽ
セ
ッ
ト
」

な
ど
の
特
産
品
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
売
れ
行
き
も
上
々
。

来
年
ま
た
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
散
会
し
ま
し
た
。

記念のことばをプレートに記し植樹する親子

　

北
秋
田
市
米
代
川
河
川
公
園
で
11
月
３
日
、
「
桜

の
木
」
の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
市
民
が
親
子
な
ど

で
憩
い
の
場
づ
く
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

米
代
川
右
岸
に
あ
る
同
公
園
は
、
毎
年
夏
に
行
わ

れ
る
花
火
大
会
や
、
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
散
歩

な
ど
で
利
用
さ
れ
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、
ま

た
現
在
、
川
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
が
で
き

る
花
壇
や
せ
せ
ら
ぎ
水
路
な
ど
親
水
性
を
も
っ
た
公

園
に
す
る
た
め
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
植
樹
さ
れ
た
桜
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
の
苗
木

は
32
本
。
う
ち
25
本
を
公
募
で
決
ま
っ
た
市
民
が
植

え
、
参
加
者
は
、
子
ど
も
の
誕
生
や
入
学
記
念
、
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
優
勝
な
ど
様
々
な
記
念
の
こ
と
ば

を
添
え
木
に
取
り
付
け
た
プ
レ
ー
ト
に
記
し
植
樹
し

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
に
思
い
を
馳
せ
て

第
19
回
東
京
鷹
巣
会
総
会
・
第
20
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
総
会

「
桜
の
木
」
記
念
植
樹
〜
米
代
川
河
川
公
園

ふるさとを大合唱し昔を懐かしんだ「第20回東京ふるさと森吉会」
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「
子
ど
も
人
権
デ
ー
の
集
い
in
鷹
巣
西
小
」
が
10

月
31
日
、
同
小
で
行
わ
れ
、
人
権
尊
重
の
輪
を
広
げ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
鷹
巣
西
小
が
行
っ
た
「
人
権
の
花
」

運
動
へ
の
感
謝
状
の
伝
達
と
、
鷹
巣
阿
仁
地
区
の
小

学
校
児
童
を
対
象
に
募
集
し
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ

た
人
権
標
語
の
入
賞
者
の
表
彰
と
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　

感
謝
状
伝
達
式
で
、
西
小
児
童
の
畠
山
光
大
君
（
６

年
）
が
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局
の
石
井
隆
支
局

長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
後
、
同
じ
く
代
表
の

成
田
浩
崇
君
（
６
年
）
が
、
「
『
人
権
』
と
い
う
言

葉
の
意
味
は
難
し
か
っ
た
が
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
知
っ
た
。
花
を
見
る
と
心
が
豊
か
に
な
る
。
そ

の
心
で
人
に
接
し
た
い
」
と
運
動
に
取
り
組
ん
だ
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
は
ぐ
く
み

「
子
ど
も
人
権
デ
ー
の
集
い
in
鷹
巣
西
小
」　

感謝状などが伝達された子ども人権デ－

沿道の地域住民から拍手喝采を浴びた合高生の路上ダンス

力
強
い
踊
り
と
元
気
な
掛
声
に
拍
手
喝
采

　

合
川
高
校
の
第
45
回
合
高
祭
の
前
夜
祭
が
10
月
28

日
、
合
川
駅
前
で
行
わ
れ
、
今
年
で
５
回
目
と
な
っ

た
路
上
創
作
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　

「
こ
ん
に
ち
は
！
お
元
気
で
す
か
？
」
〜
合
高
生

街
に
出
る
〜
と
題
さ
れ
た
創
作
ダ
ン
ス
は
、
た
ざ
わ

こ
芸
術
村
・
わ
ら
び
座
の
指
導
の
も
と
、
前
夜
祭
に

向
け
て
放
課
後
練
習
を
重
ね
、
路
上
で
元
気
い
っ
ぱ

い
の
掛
声
と
と
も
に
踊
り
、
合
川
高
校
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ニ
ュ
ー
ソ
ー
ラ
ン
節
、
ニ
ュ
ー
秋
田
音
頭
に
は
、

地
域
住
民
の
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

 

翌
日
は
「
超
新
星
〜
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ　

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
」

と
題
さ
れ
た
合
高
祭
が
開
催
さ
れ
、
演
劇
や
バ
ン
ド

演
奏
、
介
護
福
祉
科
研
究
発
表
な
ど
が
一
般
公
開
さ

れ
ま
し
た
。

合
高
祭
前
夜
祭
「
路
上
ダ
ン
ス
」

　

こ
の
ほ
ど
「
平
成
18
年
度
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ

実
践
者
及
び
社
会
活
動
参
加
活
動
事
例
」
の
紹
介
事

業
に
お
い
て
、
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
（
エ

イ
ジ
レ
ス
章
）
を
武
石
音
吉
さ
ん
（
85
歳
：
根
小
屋
）、

社
会
参
加
活
動
事
例
（
社
会
参
加
章
）
を
松
栄
自
治

会
（
代
表
九
嶋
喜
實
さ
ん
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
章
し
、

10
月
24
日
、
岸
部
市
長
か
ら
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

書
状
と
楯
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

エ
イ
ジ
レ
ス
章
を
受
章
し
た
武
石
さ
ん
は
、
成
功

例
の
な
い
カ
ジ
カ
の
養
殖
孵
化
に
着
手
し
、
３
年
後

に
成
功
、
社
会
参
加
章
を
受
章
し
た
松
栄
自
治
会
は
、

昭
和
27
年
か
ら
桜
の
植
林
を
始
め
、
現
在
約
１
キ
ロ

に
わ
た
る
桜
並
木
を
つ
く
り
、
管
理･

維
持
し
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

武
石
さ
ん
・
松
栄
自
治
会
が
受
章

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
及
び
社
会
活
動
参
加
活
動
事
例

書状と楯を前に市長と語る受章者

（写真左の男性が武石さん・右が松栄自治会）



第
６
回
安
全
安
心
ア
カ
デ
ミ
ー

　

第
６
回
の
安
心
安
全
ア
カ
デ
ミ
ー
が
森
吉
支
所
を

会
場
に
行
わ
れ
、
災
害
時
に
迅
速
か
つ
円
滑
な
災
害

応
急
対
策
活
動
が
で
き
る
よ
う
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。 

　

訓
練
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
者
の
一
般
市
民
な
ど

約
70
人
が
参
加
し
行
わ
れ
、
体
験
型
防
災
訓
練
で
は
、

森
吉
支
所
内
の
消
防
用
施
設
等
設
置
状
況
を
視
察
し

そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

通
報
訓
練
で
は
実
際
に
１
１
９
番
通
報
を
参
加
者

が
実
践
。
緊
張
し
な
が
ら
と
あ
っ
て
、
思
う
よ
う
に

伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
面
も
見
受
け
ら
れ
た
ほ

か
、
避
難
訓
練
で
は
実
際
に
煙
の
中
を
歩
き
前
が
見

え
ず
ぶ
つ
か
る
人
や
転
ぶ
人
な
ど
も
。
初
期
消
火
訓

練
、
救
急
救
助
訓
練
を
行
っ
た
後
、
合
同
消
火
訓
練

で
森
吉
支
所
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、
通

報
か
ら
消
火
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
実
践
し
ま
し
た
。

有
事
に
備
え
体
験
型
防
災
訓
練 通報訓練で１１９番通報をする参加者

20キロ入りポリタンク25個分が運搬されました

霊
峰
森
吉
山
を
後
世
に
残
し
た
い

　

北
秋
田
市
自
然
美
化
運
動
自
主
事
業
の
一
環
と
し

て
10
月
30
日
、
「
森
吉
山
清
掃
登
山
」
が
山
岳
会
等

各
種
団
体
か
ら
約
30
名
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
駅
舎
か
ら
山
頂
・
森
吉

山
避
難
小
屋
間
を
重
点
的
に
清
掃
と
山
道
の
整
備
・

森
吉
山
避
難
小
屋
の
ト
イ
レ
の
汚
水
の
汲
み
下
ろ
し

作
業
等
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
決
壊
し
た
山
道
を
修

復
し
た
り
、
避
難
小
屋
か
ら
山
頂
駅
舎
ま
で
往
復
約

35
分
程
の
区
間
を
20
キ
ロ
入
り
の
ポ
リ
タ
ン
ク
に
汲

み
取
り
し
た
物
を
背
負
い
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
運

搬
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

　

参
加
し
た
人
た
ち
に
は
、
こ
の
自
然
の
素
晴
ら
し

い
霊
峰
森
吉
山
を
後
世
に
残
し
た
い
と
い
う
強
い
思

い
が
作
業
す
る
中
に
も
現
れ
て
い
ま
し
た
。

森
吉
山
清
掃
登
山

　

長
期
山
村
留
学
「
ま
と
び
学
園
」
の
収
穫
祭
が
10

月
28
日
、
学
童
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
同
学
園

で
育
て
た
米
や
野
菜
の
収
穫
を
喜
び
合
い
、
自
然
の

恵
み
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
で
は
、
学
園
生
７
人
を
は
じ
め
、
地
元
の

小
学
生
や
、
受
け
入
れ
農
家
、
地
域
の
方
、
学
園
生

の
父
母
ら
と
一
緒
に｢
千
歯
こ
ぎ｣

や｢

足
ふ
み
脱
穀

機｣
｢

唐
箕｣

な
ど
昔
の
農
機
具
を
使
っ
た
農
作
業
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

お
昼
は
収
穫
し
た
新
米
を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
食
べ
、
午
後
か
ら
、
山
村
留
学
体
験
発
表
が
行
わ

れ
、
学
園
で
の
活
動
発
表
や
受
け
入
れ
農
家
で
の
体

験
な
ど
自
分
の
興
味
関
心
が
あ
っ
た
も
の
を
個
人
研

究
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

昔
の
農
機
具
で
先
人
の
知
恵
を
体
験

ま
と
び
学
園
収
穫
祭

昔の農機具で農作業に挑戦するまとび学園の児童たち

と
う
み

せ
ん
ば
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農業所得簡易計算（農業所得標準）で

      申告をされている皆様へ

平成19年分から（申告は平成20年２月～３月）、

農業所得簡易計算（農業所得標準）が廃止されます！

 ※農業所得簡易計算の廃止に伴い、農産物の家事消費等の目安となる金額についても、平成19年分から廃止されます。

 今後は、すべて

収支計算

 による申告が必要となります

領
収
書

　収入や軽費の金額が分か

る書類をきちんと保存し、

記録することが必要です。

◎収支計算とは

　　農業所得の計算は、他の事業所得と同様に、収入金額から必要経費を差し引いて所得金額

を算定する収支計算が原則です。

◎収支計算を行うには

　収入金額の分かる書類と必要経費の分かる書類から日々記録し、それを科目（収入、肥料費、

農薬費など）ごとに１年間の集計を行い、これらに関する書類を保存する必要があります。

◎保存する書類（平成19年1月分から保存します）

<収入金額の分かる書類>‥‥‥出荷伝票、納品書（控）、仕切り書など

<必要経費の分かる書類>‥‥‥請求書、納品書、領収書など

　

　　このほかに、販売代金の入金や肥料代金などが引き落とされる

　口座の通帳や、農産物の出荷や購買代金の明細書なども必要です。

－ ＝収入金額 必要経費 所得金額

 「収支計算説明会」が開催されます。ご参加ください

※はじめて収支計算をする方でなくても参加できます。

日　時 　 １２月２１日 （木）　午後１時３０分

会　場 　 北秋田市中央公民館　３階

主　催 　 大館税務署・鷹巣町農業協同組合・あきた北央農業協同組合・北秋田市

講　師　　東北税理士会大館支部

　広報きたあきた　18．11．1619
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公 民 館

文化会館

スポーツ

日　時　昼の部 12月５日（火）10：00～12：30

　　　　夜の部 12月６日（水）18：00～20：30

場　所　北秋田市中央公民館 材料代  1500円　

講　師　大館市中山そばの会

参加対象  どなたでも参加できます。定員各20人

持　参　エプロン、三角巾、筆記用具　等

申し込み  11月16日(木)～24日(金)午後5時まで

※但し、申し込み多数の場合は抽選となります。

◎申し込み・お問い合わせ

　　北秋田市中央公民館　電話62-1130　FAX62-1669

  （受付時間：期間中、最終日以外は毎日8：30～20：00）

練習日　毎週日曜日　15：30～17：30

　　　　（平成19年３月25日まで）

場　所　森吉総合スポーツセンター

対　象　北秋田郡市在住の小学生（１・２年生は親と同伴）

会　費　2000円（内訳：保険料500円、参加料1500円） 

申し込み　申込書に記入し、会費とともに直接申し込み。

　　　　　11月26日から随時募集します

その他　運動着、内ズックは各自で準備してください

　　　　ラケットのない人は貸し出しします

◎お問い合わせ　森吉Ｊｒソフトテニスクラブ事務局

　　（日中）松岡（森吉支所産業建設課内）☎72-3113

　　（夜間）近藤（自宅）　　　　　　　　☎72-3698

お知らせ

公開講座「手打ちそば作り講座」

森吉Ｊｒソフトテニスクラブ　冬期教室生徒募集

「女性の人権ホットライン」強化週間
期　間　11月13日（月）～19日（日）まで

時　間　８：30～19：30まで　

　　　　但し、18・19日は10：00～17：00まで

場　所　秋田法務局　女性の人権ナビダイヤル

　　　　☎０５７０－０７０－８１０（電話は３回線あります）

内　容　夫や恋人からの暴力（ＤＶ）、男女関係

　　　　のトラブル、家族の不和や離婚問題、生

　　　　活上のこと、人に言えない悩みなど

ひとりで悩まずご相談ください

北秋田市中央公民館　☎６２－１１３０

【11月のロビー展】開運招福達磨展

12・３（日）鷹巣地区「公民館まつり」 10:00～15:00

　　　　　　～みんなで広げよう 人の和・地域の輪～   

　　５（火）手打ちそば作り講座 　   10:00～12:30

　　６（水）手打ちそば作り講座 　   18:00～20:30

　　９（土）「トライあんぐる」　 　   9:00～12:00

　　　　　　　◆クリスマスツリーと正月かざり作り

合　川　公　民　館　☎７８－２１１４

【ロビー展】織り姫クラブ　　（～12月13日）

11・29（水）手芸教室布ブローチ 　   13:00～16:00

森　吉　公　民　館　☎７２－３２５９

【サロン展】森　書　会（6日～30日）

11・18（土）ちびっこチャレンジクラブ　10:00～11:45 

　　19（日）第3回国体運営役員研修会　　10:00～17:00 

　　22（水）老壮婦人・寿大学合同公開講演会　13:30～15:00

阿　仁　公　民　館　☎８２－２２２０

11・17（金）老人クラブ阿仁支部　　　　9:00～12:00

　　20（月）いきいきスポーツ　　　　　10:00～12:00

　　22（水）阿仁生き活き大学学習会　　10:00～12:00

　　24（金）秋銀会総会　　　　　　　　16:00～20:00

　　25（土）ちびっこチャレンジクラブ 　9:00～12:00 

11・16（木）年金受給者講習会（鷹巣社会保険事務所）13:30～

　　18（土）おはなしでてこい　　　　　　　14:00～

　　19（日）婦人芸能祭㈰9:00～㈪13:00～

　　　　　　　前売券700円（1000円）

　　23（木）鷹巣祇園太鼓審査会 　　　13:00～

　　26（日）カワイ音楽教室発表会①10:00～② 13:30～

11・17（金）森吉地区夫婦バレーボール大会　

　　　　　　　　　　　　　森吉総合スポーツセンター

　　18（土）森吉地区スポーツ少年団交流会　

　　　　　　　　　　　　　森吉総合スポーツセンター

　　19（日）はつらつママさんバレーボール　鷹巣体育館

　　　　　　少年ドッジボール大会 　合川体育館

　　23（木）剣道昇段審査会 合川体育館

11・23（木）中学校選抜新人バレーボール大会　

　　　　　　　　　　　　　森吉総合スポーツセンター

　　26（日）県北高体連剣道部会　　　　　合川体育館

　　30（木）小・中学校書写毛筆審査会　　鷹巣体育館
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Information　お知らせ

平成20年春季開催

第59回 全国植樹祭

会場　北秋田市「北欧の杜公園」

平成19年開催　君のハートよ位置につけ

北秋田市は、バレーボール、フェンシング

山岳、アーチェリーの会場です

健　　康

日　時　12月７日（木）13：30～15：30

場　所　北秋田市保健センター

対　象　１月～３月出産予定の方及びその家族

内　容　先輩パパ・ママ・ベビーとの交流

　　　　母乳育児のすすめ・家族計画について

持　参　母子健康手帳

※講座は１週間前までにお申し込みください。

◎お問い合わせ　　

　　　北秋田市保健センター　　　　　☎６２－６６６６

　　　　

日　時　12月１日（金）９：30～12：00

場　所　北秋田市保健センター

内　容　親子で楽しめる遊び（３Ｂ体操）

　　　　講師　高橋香代子氏（大館市在住）

　　　　　ペンシルバルーンなど

◎お問い合わせ　各地区保健センター

日　時　12月18日（月）午後1時～2時30分

場　所　森吉コミュニティセンター

講　師　ＮＰＯ法人「蜘蛛の糸」

　　　　　事務局長　　佐藤　久雄　氏

※内容等詳細につきましては次回号でお知らせします。

◎お問い合わせ　各地区保健センター

マタニティ講座(後期)

子育てサークル「にじいろリボン」（合同）

日　時　11月25日（土）　14：00～16：00

場　所　大館市立中央公民館　※入場無料

内　容　特別講演

　　　　「この冬、インフルエンザは　-最近の問題-」

　　　　講師　富山大学大学院医学薬学研究部ウイルス学教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　白木　公康先生

　

日　時　11月24日（金）　13：30～16：30

場　所　秋田県庁正庁　※参加は無料

内　容　基調講演、事例紹介と意見交換

申し込み　11月20日（月）まで電話かＦＡＸ

◎申し込み・お問い合わせ　秋田県健康づくり推進チーム

☎018-860-1326　Fax018-860-3852

日　時　11月26日（日）　10：00～12：00

場　所　北秋田市交流センター

内　容　シルバー会員の作品展示、成田光弘氏講演

その他　会場へはバス送迎もあります。お問い合わせください。

◎お問い合わせ

　　　シルバー人材センター 　　 　☎６２－５１５１

日　時　11月20日（月）１回目10時～２回目14時～

場　所　大館市民文化会館

持　参　年末調整関係書類

※個人の青色申告の決算説明会は別途開催します

◎お問い合わせ

　　　大館税務署　 　　　☎０１８６－４２－１８８２

高齢者健康づくり・交流促進セミナー

心の健康づくり講座

お知らせ
第31回「地域の医療を考える集い」 ◎お問い合わせ

　北秋田市保健センター　☎62－6666
　合川保健センター　　　☎78－4272　
　森吉保健センター　　　☎72－3455
　阿仁保健センター　　　☎82－2116
　

シルバー人材センター「勤労感謝の集い」

年末調整関係説明会（白色申告）

　広報きたあきた　18．11．1621

Information　お知らせ

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書を送付します
　国民年金保険料は、全額が社会保険料控除（非課税）

の対象です。

　年末調整や確定申告で、納付した国民年金保険料額

を申告する際には「社会保険料（国民年金保険料）控

除証明書」の添付等が必要となります。

　控除証明書は、１１月上旬に社会保険庁から送付さ

れますので、申告の際まで大切に保管してください。

◎お問い合わせ

・社会保険庁「控除証明書専用ダイヤル☎0570-00-9911

（平成18年11月1日～平成19年3月16日、平日9：00～17：00）」

・鷹巣社会保険事務所　　　☎62-1497

［控除証明書Ｑ＆Ａ］

Ｑ１　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」

に記載されている月分以外の保険料を12月31日まで

の間に納付した場合は、今年分として申告できますか？

Ａ１ 　今年分として申告できます。控除証明書に記

載されている保険料額に、後から納付した保険料額を

合算のうえ申告してください。なお、後から納付した

保険料分の「領収証書」も添付する必要があります。

Ｑ２　家族の保険料を納付しましたが、控除の対象と

なりますか？

Ａ２　世帯主または配偶者として、ご家族の国民年金

保険料を納付した場合は、納付した方がその保険料を

申告することができます。～納めて安心　国民年金～
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Information　お知らせ

市長交際費公表　10月分

慶 弔 費

会 　 費

そ の 他

合 　 計

13, 800

107, 540

10, 000

131, 340

２

８

１

11

支出種別 支出金額 件数

種別、金額、件数

23/
（木）

11

　

鷹巣祇園太鼓審査会

　

会　場　北秋田市文化会館

■時　間　開演13：00～終演16：00

■参加団体

　①鷹巣小学校区②東小学校区③南小学校区

　④西小学校区⑤綴子小学校区⑥中央小学校区

　⑦竜森小学校区⑧鷹巣中学校⑨鷹巣南中学校

　⑩高校・一般

　特別出演　阿仁かざはり太鼓、合川新生園

■主催　鷹巣祇園太鼓審査会実行委員会

■後援　北秋田市・北秋田市教育委員会

募　集
冬「まとびの里子ども自然村」参加者
　まとびの里子ども自然村は、子どもたちの冬休み期

間に４泊５日間の日程で実施される自然体験活動です。

　雪国秋田ならではの活動や農家宿泊など楽しい体験

が盛りだくさんです。

日　程　12月26日（火）～30日（土）

対　象　小学１年生～中学１年まで　30人

申し込み　指定の申込用紙に必要事項を記入のこと

※用紙は各支所に設置のほか市ホームページ「まとび

学園コーナー」から様式をダウンロードできます。

申込期限　11月27日（月）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　まとびの里子ども自然村　　　  ☎７８－４１９３

　県では、「地域の自立に向けたまちづくり」を推進

するため、地域住民の皆さんと知事との懇談会を開催

します。

　この懇談会は、北秋田市のこれからのまちづくりに

向けて、地域住民の皆さんが夢と決意を語り合うもの

です。

　現在、この懇談会の傍聴者を募集しています。希望

する方は下記まで連絡をお願いします。

日　時　11月30日（木）14：30～16：00

場　所　北秋田市交流センター

◎お問い合わせ

　　　北秋田地域振興局地域企画課　  ☎６２－１２５１

北秋田市で「知事の市町村懇談会」開催！

鷹巣図書館からのお知らせ
　11月29日～12月６日まで蔵書点検の為休館します。

　図書館の本の返し忘れはあ

りませんか？

　期間中の返却は、文化会館

入口のブックポストをご利用

ください。

◎お問い合わせ　鷹巣図書館　☎６２－３３１１

北秋田市民プール
高齢者スキンダイビング講習会
　足、腰、心肺の訓練にいかがですか？

日　時　11月27日（月）、28日（火）、30日（木）　

　　　　３日間　18：30～20：30

場　所　北秋田市民プール

対　象　65歳以上の方

定　員　５名

内　容　スキンダイビングの初心者講習

受講料　1,000円（入館料は別です）

※シュノーケル、マスク、フィンは無料で貸し出します。

ディレクター　全日本潜水連盟理事　岸部　陞

　　　　　　　市民プールコーチ陣

申し込み　11月24日（金）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市民プール　 　 ☎６２－５００１

　主要地方道二ツ井森吉線「たたらトンネル」におい
て、トンネル補修工事のため次のとおり通行規制を行
いますので、ご協力をお願いします。

■場　　所
　能代市二ツ井町
　麻生地内

■規制内容
　全面通行止め

■期　　間
　平成18年11月20日～
　平成19年 3 月31日

通行規制

至増沢

麻生 下田平

通行規制区間

迂回路

米代川

阿仁川

至Ｒ７

出 川 ク サ

浪 岡 吉 郎

成 田 年 男

佐 藤 タ マ

細 田 キ ヱ

畠山由太郎

庄 司 キ ノ

白 澤 武 治

伊 東 賢 一

加藤亀治郎

平川ミツヱ
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（午後６：３０～９：００）

日

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

曜

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

電話番号

62－2261

63－0515

63－2700

62－1420

60－1055

63－0105

62－2882

78－3338

62－1146

62－1455

72－4501

82－2351

62－1267

62－1101

78－3161

医 療 機 関 名

津 谷 内 科

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

たむら内科クリニック

佐藤外科消化器科医院

う え だ ク リ ニ ッ ク

佐々木産婦人科医院

藤 原 医 院

疋 田 外 科 内 科 医 院

奈 良 医 院

北 秋 中 央 病 院

公立米内沢総合病院

阿 仁 病 院

と し ま 医 院

盛 岡 外 科 医 院

国民健康保険合川診療所

10月16日～31日届出分

た く や  

しずか

成 田 卓 也

佐々木　　　静

　さん

　さん

坊沢緑ヶ丘

あけぼの町（

お二人の前途を
　　　　祝福します

お誕生おめでとう
　　　　ございます

三 沢 悠 斗

津 谷 銀 二

津 谷 和 奏

長 崎 　 雫

一関ちゅら

髙 橋 康 平

佐 藤 結 愛

吉 田 美 優

佐 藤 尊 正

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

前 野

坊沢深関

下 家 下

新 田 中

舟 場

柳 中

川 井

上杉団地

阿仁幸屋渡

長男

二男

長女

長男

長女

長男

三女

長女

長男

政樹

淳

尚志

勝利

孝雄

康弘

毅

剛

健

信子

真希

明美

公美

ほたる

はるみ

美穂

洋子

美穂

ゆ う と

ぎ ん じ

わ か な

しずく

 

こうへい

ゆ　　な

み　　ゆ

たかまさ

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

人口と世帯数 10月31日現在

住民基本台帳による

　総人口　40, 087人（ 24人減）

　　男　　18, 972人（ 13人減）

　　女　　21, 115人（ 11人減）

　 出生 　15人　転入　 58人

　 死亡 　37人　転出　 60人

　世帯数  14, 870世帯（３世帯増）
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税 の納期限

11月30日まで

国民健康保険税 第５期

個 人 事 業 税 第２期

国道105号「米内沢バイパス」

が開通します
　平成３年から行われていた北秋田市寄延～

松栄のバイパス工事が完成し通行できます。

　日 時　12月４日（月）

　　　　 10時　開通式典　13時　一般開放
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平成18年度『鷹巣地区公民館まつり』

■開会　10：00 ～
　・活動発表　10：15～10：45
　　坊沢・沢口・七日市公民館館長より
　　地区の活動について発表
　・演示発表　10：45～12：00
　　朗読ボランティアやまびこ・坊沢ゴリエアロ・
　　コーラスを楽しむ講座(綴子)・綴子公民館舞踊サ
　　ークル・栄公民館新舞踊講座・沢口舞踊同好会
　　・七日市公民館新舞踊講座
　・昼食　12：00～13：00
　・講演　13：00～14：30『安全な食品について』
　　　　　JA秋田やまもとふれあい課長　泉 牧子 氏
　・自主サークルの紹介　14：30～15：00
■閉会
◇作品展　各公民館サークル等の作品展示〔研修室〕
○参加対象 どなたでもお気軽に参加ください。
◎お問い合せ・参加申し込み
○昼食代　500円
○申込書にご記入のうえ、11月24日(金)まで、現金を
添えて北秋田市中央公民館(62-1130)へお申し込みくだ
さい。※申込書は中央公民館にあります。

○主催：北秋田市中央公民館・鷹巣地区各公民館

☆お知らせ
　公民館を拠点に活動している自主サークルの紹介時
間を設けます。
　会員の募集等を呼びかけたいサークルは11月24日(金)
まで中央公民館へ申し込みください。

会場　北秋田市中央公民館 ３/
（日）

12

北秋田市民病院(仮称)一次造成工事に伴う
伐根チップ、枝葉チップを市民に無料で提供します

北秋田市民病院(仮称)一次造成工事に伴う
伐根チップ、枝葉チップを市民に無料で提供します
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平成18年度『鷹巣地区公民館まつり』

至上杉

積載
場所

至鷹巣

至北欧の杜公園進入経路

日　時　11月19日（日）午前９：00～12：00　午後１：00～４：00

場　所　北秋田市民病院（仮称）建設用地

　　　　北秋田市下杉字上清水沢16-29

用　途　作業道路面への敷設、ガーデニング

　　　　のチップ材としての利用、家畜舎へ

　　　　敷料としての利用、堆肥の原料等

希望者　希望する方は当日、建設用地に直接

　　　　おいでください。

※積載車両及び入れ物については各自で準備

をしてください。ダンプ・トラック等の車両

の方には、バックホーで積み込みします。

その他　多量に必要な方は事前に連絡をしてください。数量は調整する場合があります

◎お問い合わせ　市民生活部医療推進課　☎６２̶６６２６

平成18年度『鷹巣地区公民館まつり』

テーマ
「みんなで広げよう　人の和・地域の輪」
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